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JIS B 8392-１(ISO8573-1)
圧縮空気－汚染物質 及び 清浄等級に基づいた清浄度測定

弊社は、２０年以上にわたりJIS B 8392等の規格に基づく圧縮空気の清
浄度測定・評価を行っており、豊富な知識がございます。

医薬品・半導体・食品などの様々な産業において、圧縮空気は幅広く利
用されております。その中でも製品に直接あるいは間接的に触れる箇所で
は【高い等級の清浄度＝きれいな空気】が求められています。

しかしながらダスト(粒子)、水分、オイル、微生物といった様々な汚染
物質が含まれやすいため、弊社では設備の新設時や定期の測定のほかに、
汚染原因を目的とした起源調査にも取り組んでいます。

品質管理の一環として、圧縮空気の清浄度測定をご推奨します。
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写真 ： 圧縮空気中の液状オイル,オイルミスト、粒子の測定状況

＜項目 及び 測定方法等＞
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評価基準（圧縮空気の清浄等級JIS B 8392-1:2012(ISO8573-1:2010)）

「粒子について」 「オイルについて」「湿度及び水分について」
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＜測定実績＞
• 製薬メーカー様の工場における圧縮空気増設ラインを流れる圧縮空気中の「液状

オイル、オイルミスト」を測定。オイルの清浄等級が “1” であることを検証。
• 半導体メーカーに部品を供給しているサプライヤー様の工場内のエアガン吐出空

気について「粒子」,「水分」,「オイル総濃度」を測定。吐出空気の粒子及びオ
イルの清浄等級が “０” であることを立証。

• 飲料水メーカー様の生産工場内で使用されている圧縮空気中の微生物試験を実施。
圧縮空気中に細菌が存在しない（CFU/ｍ3が＜1）ことを報告。

＜汚染事例＞
• 圧縮空気生成室の雰囲気による汚染
• 圧縮空気を生成している室内に、粉塵･有機溶剤(揮発性有機化合物)が存在する

場合、これらが圧縮空気の汚染原因になります。
• 禁油未処理の配管 及び バルブによる汚染
• 設備の修繕時、圧縮空気製造機とライン新設時に禁油処理されていない部材を使

用した場合、部材に付着・残存する油(オイル)が圧縮空気の汚染原因になります。
• 配管内結露による汚染
• 使用している配管の材質によってはサビが発生。結露水が滞留し易い箇所で微生

物が発生。これらが圧縮空気の汚染原因になります。

＜圧縮空気の清浄度を把握することによる利点＞
• 圧縮空気を利用したエアーガン吐出空気を製品に吹きつけた際、製品表面に付着

する汚染有無の判断材料にご利用できます。
• 圧縮空気を動力とする機械類の圧縮空気による汚染有無の判断材料にご利用でき

ます。
• クリーンルームなどの清浄度が管理された室内で利用されている圧縮空気を動力

とする機械類よりの排出される空気の汚染有無確認の判断材料にご利用できます。


